
令和 8年度（2026年度）

わかりやすい予算書わかりやすい予算書
       ー宮若市予算概要ー 



　　　　　　　　　　　　令和８年７月　

宮若市では、予算書の概要をまとめ、市民のみなさんに情報発信しています。こ
のわかりやすい予算書は、「第２次宮若市総合計画」で定めた６つの基本方針に基づ
き構成し、基本方針ごとに、どのような事業をいくらで行うのかを紹介しています。

はじめに

宮若市では「ひと・みどり・産業が輝く ふるさと宮若」を将来像として
まちづくりを行っています。この実現に向けて、６つの基本方針を定めています。
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　　　　　　　　　　　　令和８年７月

令和８年３月に執行された市長選挙におきまして、市民の皆様の信託を頂き、
宮若市長に就任させていただきました。

その責任と職責の重大さを痛感するとともに、皆様からお寄せいただきました
期待と信頼にお応えするべく、新たな決意と強い使命感をもって、職責を全うす
る覚悟でございます。

さて、宮若市では市民参加による協働のまちづくりを推進するため、市民の皆
様にまちづくりに関する情報を積極的にお知らせし、情報の共有に努めています。
そのひとつとして、予算の概要をわかりやすく説明した「わかりやすい予算書～
宮若市予算概要～」令和８年度版を作成いたしました。

私は、市長就任にあたり、重点的に取り組む５つの柱として「子育て・教育環
境の充実」、「高齢者や障がい者に誠実な社会を」、「堅実な雇用確保と地域経済の
拡充」、「実生活に寄り添う物価高騰対策」、「市民が主役のまちづくりを実行推進」
を掲げました。少子高齢化や人口減少など様々な社会課題が山積する中、ふるさ
と宮若のまちづくりを誠実かつ堅実に前に進めてまいります。

令和８年度の主要な施策としましては、更なる企業誘致を推進するために、宮
若北部工業用地の造成や学校跡地の利活用による定住促進をはじめ、子育て環境
の充実を図るために、第一子からの保育料無償化をスタートします。また、本市
まちづくりの最上位計画となる「第３次宮若市総合計画」の策定を今年度から２
カ年で行うなど、未来を見据えた各施策をスピード感をもって取り組んでまいり
ます。

「市民の想いが、実る未来へ」を実現すべく、市民の皆様との丁寧な対話を大
切にし、市民の想いがしっかりと「カタチ」になるよう、まちづくりに取り組ん
でまいりますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

ごあいさつ

1



令和８年度　宮若市一般会計予算
総額 １９８億５，１００万円 （前年度比 １．０％減）

市税
　53 億 5,560 万円
　（27.0％）

分担金・負担金
　3,533 万円 （0.2％）

使用料・手数料
　３億 4,591万円
　（1.7％）

繰越金
　2 億円（1.0％）

その他
　23 億 124 万円
　（11.6％）

地方交付税
　38 億 9,731 万円
　（19.6％）

県支出金
　14 億 8,599 万円
　（7.5％）

国庫支出金
35 億 3,202 万円 

（17.8％）

交付金
　14 億 9,260 万円
　（7.5％）

市債
12 億 500 万円
　（6.1％）

歳入予算の歳入予算の
ポ イ ン トポ イ ン ト

● 「市税」は、企業の設備投資の増加により固定資産税が増加しています。

● 「地方交付税」は、前年度の法人市民税減少の影響により増加しています。

● 「その他」は、旧宮田東小学校の解体や光陵グリーンスタジアムのスコアボー
ド改修事業の完了などにより市債が減少しています。

歳 入

自主財源
 41.5%

依存財源
 58.5%
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自主財源自主財源 依存財源依存財源
▶歳入は 2 つの財源に分かれます

市が自主的に調達できる収入であり、多いほど
財政が安定し、市独自の事業をより多く行うこと
ができます。

国や県から交付されたり、割り当てられたりする
収入です。

（項目）
市税（個人市民税、法人市民税、固定資産税、
軽自動車税、市たばこ税、入湯税）、
分担金・負担金、使用料・手数料、繰越金、
その他として基金（貯金）からの繰入金や寄附金
など

（項目）
地方交付税、国庫支出金、県支出金、交付金、
市債



人件費
　29 億 2,154 万円
    (14.7%)

扶助費
　50 億 8,094 万円
　（25.6％）

公債費
　19 億 241万円
　（9.6％）

物件費
　27 億 633 万円
　（13.6％）

投資的経費
　27 億 1,403 万円
　 （13.7％）

   補助費等
　21億 4,151万円
　（10.8％）

繰出金
　15 億 2,392 万円
　（7.7％）

歳 出

歳出予算の歳出予算の
ポ イ ン トポ イ ン ト

● 「義務的経費」は、職員の人件費や障がい福祉サービスなどの扶助費
が増加しています。
● 「投資的経費」は、旧宮田東小学校の解体や光陵グリーンスタジ
アムのスコアボード改修事業の完了などにより、減少しています。
● 「その他の経費」は、国の経済対策により実施した定額減税補足
給付金事業の完了により補助費等が減少しています。

維持補修費
3 億 1,774 万円（1.6％）

その他
　5 億 4,258 万円（2.7％）

義務的経費
49.9%

投資的経費投資的経費

   13.7%   13.7%

その他の経費
　36.4%
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▶歳出は性質的経費（どのようにお金を使うのか）として 3 つに分かれます
義務的経費義務的経費 投資的経費投資的経費 その他の経費その他の経費
支出が義務づけられていて任意に

削減できない経費です。
道路や小中学校などの整備費

や改修費、災害により被災し

た施設の復旧費など、社会資

本の整備に関係する経費です。
（項目）

人件費、扶助費、公債費

義務的経費及び投資的経費以外の経費

です。
（項目）

物件費、補助費等、繰出金、維持補修費、

その他として基金（貯金）への積立金など

議会費（市議会の運営）
1億 5,466万円

総務費（市の全般的な仕事）
27億 9,997 万円

民生費（社会福祉や児童福祉）
75億 3,897 万円

衛生費（保健衛生や環境保全）
14億 7,216万円

農林水産業費（農林業の振興）
8億 3,543万円

商工費（商工業や観光の振興）
11億4,684万円

土木費（道路や橋などの整備）
15億 2,824万円

消防費（防災・消防・救急など）
5億 8,672万円

教育費（学校教育や社会教育）
15億 6,090万円

災害復旧費（災害の復旧など）
2 億 9,470万円

公債費（借り入れたお金の返済）
19 億 241万円

予備費（緊急時に必要なお金）
3,000万円

▶目的別経費（何のためにお金を使うのか）として 12 に分かれます
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章

自然環境と地域景観の保全

■ 地球温暖化対策実行計画
　（区域施策編）策定事業　( 環境保全課 )

１８ 万円

財源　市：１８万円

　宮若市全体の温室効果ガスの排出量削減を
推進するための総合的な計画として、「地球温
暖化対策実行計画（区域施策編）」を令和７年
度から令和８年度の２か年で策定します。

■ 不法投棄防止対策の推進　(環境保全課)

２７０ 万円

財源　市：２７０万円

　監視カメラ・看板の設置などによる不法投棄
防止や自治会などによる地域の環境美化活動を
支援します。

■ 空家等対策計画策定事業
　　( 建築都市課 )

１，５１７ 万円

財源　国：７５５万円　市：７６２万円

「空家等対策計画」の改定のため、空家の現
状把握のための実態調査を実施し、社会情勢の
変化に応じた総合的かつ計画的な対策を講じる
ための計画を策定します。

廃棄物処理とリサイクル対策の推進

■ ごみ処理方法に対する
　 啓発活動の推進 
  　( 環境保全課 )

３１６ 万円

財源　市：３１６万円

　正しいごみの分別に対する理解と行動の促
進のため、広報誌や公式ホームページ、公式
SNS、出前講座などを通じて、ごみの正しい出
し方について啓発を行います。

第１章 自然環境　

また、リサイクル活動団体奨励金、生ごみ処
理機器購入補助金の交付等に取り組むととも
に、家庭用廃食用油の回収に努めます。

■ 資源物拠点回収事業の実施  
  　( 環境保全課 )

７９１ 万円

財源　その他：１３万円　市：７７８万円

ごみの減量化・リサイクルを推進するため、
第２・４日曜日に市内２ヵ所（市役所本庁舎及
び若宮総合支所の駐車場）で資源物拠点回収事
業を実施します。

上水道の安定供給

■ 水道事業の健全運営と　 
　 施設の維持管理　( 水道課 )

８，８５７万円

財源　その他：６４万円
         市：８，７９３万円（うち市債：７，０６０万円）

老朽化による配水管の更新や浄水場施設の整
備を継続的に進め、水道の安定供給に努めます。

下水道等の整備

■ 下水道などの整備　( 下水道課 )

４億１，３０８ 万円

財源　国：１億１，０３５万円　その他：３，６４０万円
         市：２億６，６３３万円（うち市債：２億２，５４０万円）

福岡県が事業主体である遠賀川中流流域下水
道事業の進捗状況に併せて、事業認可区域内の
幹線管きょや末端管きょの整備促進を図ります。

豊かなみどりが輝くふるさとを守る、自然と共生したまちづくり
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また、遠賀川中流流域下水道事業では、広域
的な汚水処理対策を図るため、福岡県と遠賀川
中流流域関係市町と連携しながら、下水道整備
に向けた取り組みを行います。

■ 合併浄化槽整備事業　( 下水道課 )

２，２７５ 万円

財源　国：７５７万円　県：７５７万円　市：７６１万円

　汚水処理施設構想に基づき、公共下水道整備
区域以外での浄化槽の設置を推進します。　　
　また、単独浄化槽や汲み取り便槽からの転換
を行う方に補助を行うことで、さらなる合併浄
化槽の設置促進を図ります。

治山・治水・砂防対策の充実

■ 権助ポンプ場
　 耐水化基本計画策定業務  ( 下水道課 )

１，７８０ 万円

財源　国：８９０万円　 市：８９０万円

　豪雨時に排水ポンプ場が浸水し、運転停止す
る事による地域浸水被害を防ぐことを目的とし、
電気設備の高所設置、防水扉・止水壁の設置を
行い、雨水ポンプ場施設（権助ポンプ場）浸水
対策事業の推進を図ります。

■ 浸水被害対策の推進
　　( 土木建設課 )

２，９７０ 万円

財源　市：２，９７０万円（うち市債：１，６５０万円）

近年、降雨災害が頻発化、激甚化しており、
家屋浸水、道路冠水により地域住民の避難行
動が困難となる事例が発生していることから、
内水解析を行うとともに、カメラや通信設備
を設置し、降雨災害に備えます。

■ 里山林整備事業　( 農政課 )

８１０ 万円

財源　その他：８１０万円

国の森林環境譲与税を財源とする放置竹林対
策支援補助金制度を見直し、新たに危険木の撤
去費用を加えるとともに、老朽化した竹粉砕機
を更新するなど、当該譲与税を活用する森林整
備事業を推進します。

第２章 生活基盤・都市基盤　

第
２
章

計画的な土地利用の促進

■ 国土調査の実施 
　 （土地対策課 )　※一部繰越を含む

１億３，９８７ 万円

財源　国 :６，０５３万円　県：３，０２６万円
         市：４，９０８万円

　個人の権利や財産を尊重し、国土の開発、保
全、利用の円滑化を図るため、令和７年度に一
筆地調査を実施した龍徳・山口地区の地籍簿及
び地籍図を作成し、新たに龍徳・山口地区の各
一部の一筆地調査、測量調査を行います。

安全・安心で便利な暮らしを確保する

生活基盤・都市基盤づくり

定住・住宅施策の推進

■ 定住促進事業  ( まちづくり推進課 )

１億２，７４３ 万円

財源　国 :２，２４８万円　その他：６，０００万円
         市：４，４９５万円

　市内に永住を目的に住宅を取得した人を対象
に、最大３００万円の住宅取得補助金を支給し
ます。また、定住支援制度の周知を図るため、
市内外のイベントや SNSなどを活用し積極的な
PRを行い、定住を促進します。
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■ 新婚世帯・子育て世帯
　 新生活支援事業 (こども家庭課 )

１，５９０ 万円

財源　県：４６０万円　市：１，１３０万円　

　新婚世帯・子育て世帯の新生活を応援する
ため、宮若市新婚世帯・子育て世帯新生活支
援補助金を交付します。

■ 住宅団地造成事業 ( まちづくり推進課 )

２，４６８ 万円

財源　市：２，４６８万円　

　良好な住環境を確保するため、令和７年度に
解体を完了した旧宮田東小学校跡地について、
住宅団地整備に向けた基本設計を進めます。　
　また、開発・販売方法について、民間活力の
導入も含めた検討を進めます。

■ 若宮小学校跡地利活用事業
　　( 秘書政策課 )

３３９ 万円

財源　市：３３９万円

若宮小学校跡地の利活用は、公園を核として、
子どもの居場所となる機能を有した施設の検討
を図るため、「若宮小学校跡地利活用基本構想」
の見直しを行います。

■ 市営住宅の管理戸数の適正化
　 ( 建築都市課 )

３，８４５ 万円

財源　国：１，７７０万円　その他：２，０７５万円

市営住宅長寿命化計画に基づき、管理戸数の
適正化を図るため、老朽化の著しい空家となっ
た市営住宅の解体工事を実施します。

道路・交通網・生活環境の整備

■ 公共交通の利便性向上と利用促進
　　( 産業観光課 )

１億２，５４６ 万円

財源　その他：２，７６４万円　市：9,７８２万円

　地域住民の生活交通を維持するため、市乗
合バス、ＡＩデマンドタクシーおよび民間路線
バスに係る運行維持費の補助を行い、地域バス
路線対策を推進します。
また、宮田バス停および福丸バス停の交流ス
ペース施設の管理を行い、公共交通の利用促
進を図ります。

■ 幹線道路の整備　( 土木建設課 )

２億７，６５７ 万円

財源　国：１億２，４１８万円
         市：１億５，２３９万円（うち市債：１億８６０万円）

　舗装改修や歩道などの整備を計画的に進める
とともに、交通の利便性や安全性、アクセスの
向上に努めます。

■ 生活道路の整備　( 土木建設課 )

１億７，６７７ 万円

財源　市：１億７，６７７万円（うち市債：６，４８０万円）

　日常生活で利用する生活道路の維持に努める
とともに、経年劣化した道路の舗装整備を行い
長寿命化を図ります。	

■ 橋梁保守点検業務　( 土木建設課）

１億４，４５６ 万円

財源　国：５，１１５万円
　　　市：９，３４１万円（うち市債：３，７６０万円）

　市が管理する橋梁について、道路利用者の安
全確保及び橋梁の長寿命化を図るため、道路法
に基づく定期点検を実施し、損傷状況の把握及
び健全性の診断を行うとともに、点検結果に基
づき計画的な修繕を推進します。
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■ 市民と協働した道路環境の保全
　　( 土木建設課 )　

９６６ 万円

財源　その他：９６６万円

市民と行政の協働による良好な道路環境の
保全推進を目的とした道路愛護推進活動につい
て、積極的に周知を行うことで活動団体の増加
に努めます。

■ 防草対策による道路環境の保全
　　( 土木建設課 )

２，０００ 万円

財源　市：２，０００万円

　人口減少や高齢化により、地域で除草対策が
困難になりつつある中、防草対策を行うことで
継続的に発生する除草の抑制を行うとともに地
域環境の改善を図ります。

公園・緑地の整備

■ 協働による公園の管理・活用の推進
　　( まちづくり推進課・土木建設課 )

１，６２８万円

財源　その他：３５０万円　市：１，２７８万円

　犬鳴川河川公園や２０００年公園、さくら堤
公園は、市民団体や企業などとの協働による管
理を行うとともに、イベントの開催などを通じ
て、市民の交流の場となる魅力ある公園づくり
を推進します。

消防・防災・防犯・交通安全の充実

■ 全国瞬時警報システム
　 新型受信機の整備　( 総務課 )

４１２ 万円

財源　市：４１２万円（うち市債：４１０万円）

　近年、地震などの大規模
な自然災害が頻発しており、
住民の迅速かつ確実な避難
が可能となるよう、全国瞬時
警報システム（Jアラート）
による災害情報の伝達につ
いても、確実に推進する必
要があるため、新型受信機
での機能強化を図ります。

■ 自主防災組織の設立・育成 ( 総務課 )

７１９ 万円

財源　市：７１９万円

　新たに設立された自主防災組織に対し、支援
を行うとともに、大規模災害時に必要とされる
食料や防災物品などの備蓄を行い、地域防災力
の向上に努めます。また、防災無線の維持管理
を行い、迅速かつ確実な情報伝達に努めます。

■ 防災士資格取得補助金
  　( 総務課 )

３ 万円

財源　市：３万円

近年、複雑多様化する災害に備え、地域防災
の担い手の育成を推進するため、防災士の資格
取得に係る補助制度を創設します。

■ 運転免許証自主返納の支援
　　( 健康福祉課 )

３０ 万円

財源　県：１５万円　市：１５万円　　

　高齢運転者の交通事故の防
止、被害の軽減を図るため、
運転免許証を自主返納した高
齢者に対し、宮若市乗合バス
の回数券またはタクシー乗車
券を交付します。
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農林業の振興

■ 日本型直接支払交付金　( 農政課 )

３，２４１ 万円

財源　国：１，６２４万円　県：８１０万円　市：８０７万円

　農地・農業用水の資源は、水源涵養、洪水
防止などの多面的機能によって、多くの国民の
生命と財産を守っています。しかし、過疎化や
高齢化などの進行に伴い、集落機能が低下しつ
つあります。その中で適切な保全管理を行うた
め、引き続き、農業資源を良好な状態に維持す
るための支援を図ります。
さらには、地球温暖化防止、生物多様性保全
等に積極的に貢献していくため、より環境保全
に効果の高い営農活動の普及を推進します。

■ 有害鳥獣被害対策の推進　( 農政課 )

１，０３０ 万円

財源　国：１万円　市：１，０２９万

　深刻化する農作物などへの鳥獣被害に対応す
るため、駆除数の増加を図るための補助制度や
猟友会などと連携した駆除活動を強化するとと
もに、電気牧柵などの設置・補助を行うことで、
被害防除に取り組みます。

■ 就農者の育成支援　( 農政課 )

４，４３３ 万円

財源　県：３，５９７万円　市：８３６万円

農業の生産コスト低減、生産規模の拡大に取
り組む認定農業者・営農組織に対して、農業用
機械などの導入支援や新規就農者の経営支援を
行います。

■ 小規模農地などへの支援　( 土木建設課 )

６０ 万円

財源　市：６０万円

面積が狭小、湿田化など、耕作不利農地の条
件改善のために農家が実施する対象事業の補助
を行い、増加する耕作放棄地の発生防止に向け
た取組を推進します。

■ 宮若うまい米コンクールの開催
　 ( 農政課 )

１００ 万円

財源　その他：１００万円

　宮若うまい米コンクール
を引き続き開催するととも
に、宮若オリジナル米袋を
活用することで、宮若産米
の効率的なＰＲやブランド
化を推進します。

商業の振興

■ 新規事業所開設支援補助金　
　 ( 産業観光課 )

４０７ 万円

財源　その他：４００万円　市：７万円

空き店舗の活用を促進するため、創業スクー
ル等を受講し、市内で新規事業所を開設する創
業者に対し、開設に係る費用の２分の１（最大
１００万円）の補助を実施します。

■ 買物困窮者に対する移動販売支援
　 ( 産業観光課 )

５８ 万円

財源　その他：５８万円

商工団体や民間事業者などと連携して、商店
街の活性化や買物の利便性向上に向け、地域住
民や事業者と協議し、移動販売の箇所の選定や
商品の充実を図るとともに、利用者のニーズに
沿った買物対策について支援を進めます。

第３章 産業 企業誘致と立地企業の発展を支援し、活力ある産業を育て、

雇用を生み出すまちづくり

第
３
章
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観光の振興

■ 観光・特産品のＰＲ強化   　
　  ( 産業観光課 )

８，２４４ 万円

財源　国：２，５００万円　県：７３３万円
　　　その他：９３１万円　市：４，０８０万円

　「一般社団法人ＴＥＡＭみやわかじまん」を
中心に事業者との連携・協力体制を構築し、
新たにインバウンド推進ＳＮＳ情報発信事業
やオリジナルマイバック配布事業により情報
発信体制を強化するとともに、特産品の地域
ブランド化に取り組むほか、国の補助制度を
活用した地域密着型の創業支援を行います。

■ ライフジャケットの設置 
　 ( 産業観光課 )

１９ 万円

財源　その他：１９万円

　千石峡を安全に楽しむため、ライフジャケッ
トを無料貸出する環境を整備します。

■ 地域振興券発行事業補助金の拡充
　 ( 産業観光課 )　※繰越予算

４，５５６ 万円

財源　国：４，５５６万円

宮若商工会議所と若宮商工会が共同で実施す
る宮若市振興券の発行について、個人の消費を
喚起し、地域経済の活性化が図れるよう、補助
金を支出します。プレミアム率は昨年度同様の
３０％で、発行額は２億です。

企業誘致の推進

■ 企業誘致の推進　( まちづくり推進課 )

７億５，５７９ 万円

財源　その他：４億６，１３４万円
　　　市：２億９，４４５万円（うち市債：２億７，５１０万円）

　自動車関連企業など複数の企業が進出し、市
内の工場用地が不足していることから、工場用
地バンクの充実に努めるとともに、福岡県と連
携し、宮若北部工業用地造成事業の早期完成に
取り組みます。また、引き続き、各種優遇制度
を活用して、企業誘致の推進を図ります。

第４章 保健・福祉
市民が健康に暮らし、高齢者や子どもを支え合う、

安心な暮らしを高める社会づくり

社会福祉の充実

■ 社会福祉協議会の活動支援　　　
　(保護人権課 )

６，１３０ 万円

財源　市：６，１３０万円　

　社会福祉協議会が実施している地域福祉推進
事業、ボランティア活動推進事業、各種相談事
業、高齢者・障がい者（児）支援事業など、福
祉事業活動の拡充を支援します。

■ 民生委員・児童委員の活動支援
　　(保護人権課 )

３５０ 万円

財源　市：３５０万円　

市民の生活上の相談や高
齢者・子どもの見守りなど、
身近な地域福祉活動の中心
的な役割を担う民生委員・
児童委員の活動を積極的に
支援します。

第
３
章
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■ 基準額改定による
　 生活保護費の追加給付　(保護人権課 )

８，７７１ 万円

財源　国：６，８３８万円　市：１，９３３万円

　最高裁判決を踏まえた生活保護費の基準額改
定による追加給付を実施します。

■ 相談体制の充実　（保護人権課 )

２，４６６ 万円

財源　国：１，７９９万円　市：６６７万円

　生活保護制度に精通した面接相談員を配置
し、要保護者からの生活相談に対する指導・助
言や生活保護の申請手続きなどの支援を行いま
す。
また、生活困窮者相談支援体制については、
生活困窮者への支援充実のため自立相談支援、
家計改善支援、就労準備支援の三事業の相談体
制を整え、自立のための包括的な支援を継続し
て行います。

児童・母子福祉の充実

■ 新生児聴覚検査費用助成
　 (こども家庭課 )

３３ 万円

財源　市：３３万円

生まれつきの聴覚障がいの早期発見・早期支
援につなげるため、令和８年１０月１日以降に
生まれたお子さまを対象に、新生児聴覚検査に
かかる費用を１人につき５，０００円を上限とし
て助成します。

■ 妊婦支援給付金支給及び
　 伴走型相談支援事業（こども家庭課 )

１，５４９ 万円

財源　国：１，５２４万円　県：１１万円　市：１４万円

　全ての妊婦や子育て世帯が安心して、出産・
子育てができるよう、面談や継続的な情報発信
を行い、必要な支援につなぐ伴走型支援と妊婦
のための支援給付による経済的な支援を行いま
す。

■ 子育て支援センターの充実
　　(こども家庭課 )

７，７２８ 万円

財源　国：１，１３５万円　県：１，１３５万円　　　　　　　
　　　その他：１２０万円　市：５，３３８万円

子育て支援センターが地域の拠点として、子
育ての負担軽減が図れるよう、一時預かり事業
や子育て相談、親子の交流の場となる活動を行
います。

■ 学童保育所の運営 (こども家庭課 )
１億２，６６１ 万円

財源　国：２，８４０万円　県：２，８６１万円
　　　その他：１，１６７万円　市：５，７９３万円

　社会福祉協議会と連携し、市内４か所の学童
保育所の安定的な運営に努めます。

■ 保育料完全無償化　
　　(こども家庭課 )

７億９，２２３ 万円

財源　国：３億９，５５２万円　県：１億５，４８８万円
         その他：５，３５２万円　市：１億８，８３１万円

令和８年９月より、認可・不認可問わず、第
一子以降の全てのお子さまの保育料の完全無償
化を実施します。

■ 保育サービスの実施  (こども家庭課 )

６，０７１ 万円

財源　国：４０８万円　県：８６４万円
         その他：２，００５万円　市：２，７９４万円

認可保育施設での通常保育を実施するほか、
延長保育や幼稚園における預かり保育など、保
護者のニーズに沿った保育サービスの提供に向
けた支援を行います。

第
４
章
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高齢者福祉の充実

■ 介護予防活動の推進　(健康福祉課 )

８３３ 万円

財源　その他：８１２万円　市：２１万円

　要支援・要介護状態の予防および要介護状
態になった場合でも、可能な限り、地域にお
いて自立した生活を送れるよう介護予防教室
を実施します。
また、自治会や単位老人クラブに対しても、
地域の公民館などで行う地域介護予防教室を
実施します。

■ 地域包括ケア体制の確立
　　(健康福祉課 )

７，１３７ 万円

財源　その他：６，１８６万円　市：９５１万円

高齢者が自分らしい暮らしを続けることが
できるよう、生活支援サービスの体制整備や
在宅医療、介護連携などの支援体制の強化を
図ります。
また、認知症に対する正しい知識と理解の
普及のため、認知症予防教室や認知症サポー
ター養成講座を実施します。

■ 高齢者の社会参加や
　 就労の場の充実　 ( 健康福祉課 )

１，９８７ 万円

財源　県：１５９万円　その他：５７７万円
　　　市：１，２５１万円　

　高齢者の心身機能の維持や社会的孤立を防
ぐため、老人クラブやシルバー人材センター
への支援を通じ、社会参加の機会創出を図り
ます。

障がい者福祉の充実

■ 障がい福祉サービスの提供
　　(健康福祉課 )

１５億８，６５９ 万円

財源　国：７億７，５６４万円　県：３億８，３１７万円
　　　その他：１３０万円　市：４億２，６４８万円

　障がいのある人が自立した生活を送れるよう、
生活環境の整備や相談・支援体制の強化を図る
とともに、各種障がい福祉サービスの提供を行
います。

健康づくりの推進

■ 総合健診の実施　(健康福祉課 )

２，６１７ 万円

財源　国：５０万円　県：１２４万円　市：２，４４３万円

がんの早期発見や生活習慣病予防のため、
がん検診・特定健診・若年層や後期高齢者健
診を同日で受診できるよう、総合健診を実施
します。また、健診結果をもとに、個別の保
健指導を行い、生活習慣を改善し、疾病の予
防に取り組みます。

■ みやわか健康ポイント事業
　　(健康福祉課 )

２４８ 万円

財源　市：２４８万円

自主的な健康作りを支
援するため、健康づくり
に関する事業に参加す
ることでポイントを獲得
し、ポイント数に応じて
応募者全員に記念品を贈
呈します。

11
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第５章 教育・文化

学校教育の充実

■ 放課後学習の充実　( 学校教育課 )

９２７万円

財源　県：２８８万円　その他：１５０万円
　　　市：４８９万円
放課後学習支援事業「みやわかアフター・ス

クール」を全小・中学校で実施し、放課後の時
間を活用した補充学習を行うことで、子どもた
ちの家庭学習に代わる時間の確保と、学習への
継続的な取り組みを行います。
また、民間の大手学習塾の学習指導を受ける
ことができる「MUSUBUスクールみやわか」
を実施し、多様なコンテンツの提供により、子
どもたちの新たな学習機会の確保や学力の向上
への支援を行います。

■ 部活動地域展開の推進
  　( 学校教育課・社会教育課 )

１，２３７ 万円

財源　県：３１２万円　市：９２５万円

　生徒がスポーツ・文化芸術
活動に継続して親しむことが
できる機会を確保するため、
休日の中学校部活動の地域展
開を段階的に進めます。
これらの取り組みを通じて、
教員の働き方改革にもつなげ、
教育環境の充実を図ります。

■ 校務システムリプレイス事業
  　( 学校教育課 )

２，６９１万円

財源　国：８０８万円　市：１，８８３万円

　市内小・中学校の校務で教職員が使用する
端末を一台化し、校務システムの一元化を進
めることにより、機器管理の負担の軽減とど
こからでも校務を行える環境を整備します。
さらに、県の共同利用である校務支援システ
ムの活用や職員室のみでなく校内の場所にと
らわれないネットワーク環境による校務DX
を推進し、教職員の負担軽減と働き方改革の
実現を図ります。

■ 地元農産物を活用した
　 学校給食の提供
  　( 学校教育課 )

４４３ 万円

財源　その他：４４３万円

　宮若米や宮若牛など、新鮮で安全な地元農産
物や畜産物を積極的に学校給食に導入すること
で、地産地消に取り組みます。

子どもの「生きる力」を育てる学校教育と、

多彩な市民交流を生む社会教育の充実

■ 予防接種の実施
  　( 健康福祉課・こども家庭課 )

９，２８１ 万円

財源　県：２７万円　市：９，２５４万円

感染症予防のため、予防接種法に基づく定期
予防接種、高齢者肺炎球菌・風しんなどの任意
予防接種について引き続き助成を行います。

医療の充実

■ 医療費適正化対策　( 市民課 )

２２ 万円

財源　県：５万円　市：１７万円

　宮若市の国民健康保険財政の健全化に向けた
取組の一つとして、後発医薬品（ジェネリッ
ク医薬品）の使用による医療費減額通知の送
付を通じて、先発医薬品と同等であるジェネ
リック医薬品の使用を促進することで、医療
費の適正化に努めます。

第
４
章
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第
５
章

■ 給食費の無償化　 ( 学校教育課 )

１億２，６５９万円

財源　県：６，７６４万円　市：５，８９５万円

　物価高騰などの影響による子育て世帯への経
済的な負担を軽減するため、宮若市立の小中学
校および幼稚園に在籍する児童生徒・園児に係
る給食費の無償化を引き続き実施します。　　
　

生涯学習の推進

■ 生涯学習の充実  ( 社会教育課 )

１，３７９ 万円

財源　県：６万円　その他：１，１００万円　
　　　市：２７３万円

　「第２次宮若市生涯学習基本計画」に基づき、
市民が生涯にわたり、いつでも・どこでも学べ
る環境づくりを推進するため、家庭教育講座や
高齢者大学の開催、おはなし会・ブックスタート・
家読などの図書館事業の充実を図ります。

■ 社会教育施設の維持管理
　 （社会教育課 )　※一部繰越予算を含む

２億１，３０７ 万円

財源　市：2 億１，３０７万円（うち市債：２億９８０万円）

文化センターの排煙設備更新のための設計
を行います。
さらに、多目的会館、生涯学習センターの
空調改修工事を行い、来訪者が快適に過ごす
ことができる環境を整備します。

スポーツの推進

■ スポーツ施設の整備と管理運営
　 （社会教育課 )

６，１６４ 万円

財源　その他：７５４万円　市：５，４１０万円

光陵グリーンパーク、西鞍の丘総合運動公
園について、市民が安全で快適に利用できる
よう、施設の適切な維持管理や整備、管理運
営を行います。

■ スポーツの普及啓発と
　 交流機会の拡大 （社会教育課 )

９７３ 万円

財源　その他：１０５万円　市：８６８万円

スポーツ関係団体と連携し、スポーツフェス
タを開催するなど、幅広いスポーツの普及に努
めるとともに、各種スポーツ団体の活動を支援
します。また、光陵グリーンパークなどを活用
したスポーツ大会やキャンプ地の誘致に取り組
みます。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

青少年の健全育成

■ 体験学習の充実  ( 社会教育課 )
１１４ 万円

財源　その他：40 万円　市：７4 万円

　小中学生が異学年や他校の児童生徒とともに
工作や調理、スポーツなどさまざまな活動を体
験する、わいわいサークルやサマーチャレンジ、
スプリングチャレンジ、グローバルキャンプ等
を開催します。
　　　　　　　　　　　　　

■ 未来を担う人材育成　 ( 秘書政策課 )
８６ 万円

財源　その他：８６万円

　直鞍地域２市２町での
広域事業として、中高生
を対象とした IT プログ
ラミング教室や宮若市・
宗像市・トヨタ自動車九
州株式会社との三者によ
る小学生を対象としたも
のづくり体験事業など多
様な機会を創出し、将来を
担う人材の育成に努めます。

芸術文化活動の充実

■ 芸術文化活動の推進  ( 社会教育課 )
２１１ 万円

財源　市：２１１万円

市文化祭やコンサートなどを開催し、市民
が芸術文化に触れる機会の提供に努め、芸術
文化活動の活性化を図ります。

飛び出す

からくりカー作
り

追い出し猫
絵付け体験

�� � � ��

�� � � ��

ワクワクからくり工作

実施日 ： 7月28日(火) ~29日(水)
トヨタ自動車九州PR館・研修施設/宮若トレッジ

募集期間　令和8年6月1日(月)～19日(金)　対象：小学5～6年生募集期間　令和8年6月1日(月)～19日(金)　対象：小学5～6年生

に触れる地域の歴史歴史 産業産業 文化文化

体験ワクワク
と の

宮若市・宗像市・トヨタ自動車九州・地域連携事業

つくーる
ひとづくりひとづくり まちづくりまちづくり ものづくりものづくり

キャンパス宮若市 宗像市 トヨタ九州
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市民参加の推進

■ SNS を活用した
　 情報発信力の強化　( 秘書政策課）

８６ 万円

財源　その他：５０万円　市：３６万円

　主要施策や地域情報について、公式ホーム
ページ、公式インスタグラムをはじめとした
SNSなどのさまざまな媒体を活用した多角的で
効果的な情報発信を行い、市民のまちづくりへ
の積極的な参加を促します。
また、市の魅力を市内外に向けて広く発信で

きるよう、ふるさとPR大使を活用し、知名度
の向上およびイメージアップを図ります。

地域コミュニティの形成

■ ブロック協議会の運営支援
　 ( まちづくり推進課 )

２２６ 万円

財源　市：２２６万円

協働のまちづくりを推進するため、職員と
地域の協力による地域担当制度を通して、さ
まざまなイベントを実施し、地域の活性化を
図ります。

■ 地域コミュニティ活動の推進
　  ( まちづくり推進課 )

３９１ 万円

財源　その他：３８０万円　市：１１万円

　各自治会の人口減少や役員の高齢化、担い手
不足、コロナ渦を経た活動規模の縮小などの問
題解決に向け、市民との意見交換を行い、コミュ
ニティ組織の見直しを図ります。　　　　　　
　また、地域コミュニティの核となる自治会の
活動を支援するため、自治会活動推進実証事業
補助金の運用および検証を行います。

地域情報化の推進

■ 行政事務のデジタル化の推進  　
 　( デジタル戦略課 )

１，６７０ 万円

財源　国：１１０万円　市：１，５６０万円

行政サービスの持続性を高めるため、生成
AI の活用やデジタル通知サービスの構築など
のデジタル技術を用いて、行政事務の効率化を
推進します。
この取り組みにより、市民と向き合う時間を
確保し、きめ細やかな行政サービスの提供と持
続可能な行政運営を目指します。

市民とともに地域の課題解決に向けて

取り組んでいく協働のまちづくり

文化財の保護・継承

■ 文化財の整備・保存の推進
　 ( 社会教育課 )

１，２７１ 万円

財源　その他：７８１万円　市：４９０万円

　国指定史跡である竹原古墳等の保存管理に努
めるとともに、宮若トレッジや石炭記念館でイ
ベントなどを開催し、歴史文化への教育普及に
努めます。
　また、老朽化している宮若トレッジ敷地内の
旧若宮西小学校体育館およびプールの解体のた
めの設計を行います。

■ 宮永の舞台保存整備事業
　 ( 社会教育課 )

55 万円

財源　市：55 万円

　文化財の保護・継承のため、県指定文化財
である宮永の舞台の修復にかかる補助を行いま
す。

第６章 市民協働・コミュニティ

第
５
章

第
６
章
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第
７
章

第７章 計画の推進と実現のために

■ ふるさと納税の推進
 　( 産業観光課 )

２億２，７５１ 万円

財源　その他：２億２，７５１万円

返礼品を通じた市の特産品 PRや販路拡大を
促進するため、取扱事業者および新規返礼品の
掘り起こしや寄付受付サイト掲載内容の充実に
よる寄付の拡大を図ります。

■ 公共施設等総合管理計画の改訂  　
 　( 管財課 )

１，２９６ 万円

財源　市：１，２９６万円

令和８年度に各施設の状況調査を実施し、修
繕・更新計画を見直すとともに個別施設計画を
改訂します。

また、令和９年度に個別施設計画を踏まえた
上で、これまでの取り組みを検証し、公共施設
等総合管理計画の改訂を行います。
これにより、公共施設の長寿命化と計画的な
維持管理を推進します。

■ 第３次宮若市総合計画の策定 
　 ( 秘書政策課 )

６３５ 万円

財源　市：６３５万円

市のまちづくりの最上位計画となる「第３
次総合計画」について、令和８年度から２か
年で策定を行います。

人権尊重社会の構築

■ 人権教育・啓発、
　 人権擁護活動の推進　　
　 ( 社会教育課・保護人権課 )

５５３ 万円

財源　県：２８３万円　市：２７０万円

　人権講演会や地域懇談会、人権の花運動など
を実施し、身近な差別に気づき、お互いの人権
が尊重される地域づくりを推進します。
また、市内４か所の隣保館で人権相談を実施

します。

■ 男女共同参画社会の推進
　  (保護人権課 )

7 万円

財源　市：７万円

広報誌での情報発信や講演会・講座等を開催
し、男女共同参画社会への意識向上に取り組み
ます。

第
６
章



国民健康保険特別会計 ３１億６，２１４万円　

歳　出歳　入
区分 予算額

国民健康保険税 ４億３，０２２万円
使用料及び手数料 １０万円
県支出金 ２４億５，０６７万円
繰入金 ２億７，１０５万円
諸収入 １，０１０万円

区分 予算額
総務費 ６，２９８万円
保険給付費 ２３億８，１５５万円
国民健康保険事業費納付金 ６億７，６８９万円
保健事業費 ３，５１２万円
諸支出金 ２６０万円
予備費 ３００万円

後期高齢者医療特別会計 ６億２，８８２万円　

歳　入 歳　出
区分 予算額

後期高齢者医療保険料 ４億４，０７６万円
国庫支出金 １２９万円
繰入金 １億８，６１７万円
諸収入 ６０万円

区分 予算額
総務費 ８７４万円
後期高齢者医療広域連合納付金 ６億１，６１８万円
諸支出金 ２３９万円
保健事業費 １０１万円
予備費 ５０万円

  特別会計・公営企業会計　予算概要

吉川財産区特別会計 １４７万円　

歳　入 歳　出
区分 予算額

財産収入 １１万円
繰入金 １３６万円

区分 予算額
総務費 １０４万円
財産費 ２３万円
予備費 ２０万円
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（２）資本的収入及び支出

（１）収益的収入及び支出

区分 予算額
給水収益 ４億２，１５７万円
受託工事収益 １，０００万円
その他の営業収益 ２４万円
負担金 ２，２３１万円
受取利息及び配当金 １万円
他会計補助金 ５８万円
水道加入金 １６５万円
長期前受金戻入 ５，７１６万円
雑収益 ３５万円

区分 予算額
企業債 ７，０６０万円
負担金 １４９万円

区分 予算額
施設改良費 ９，１９９万円
固定資産購入費 ８８７万円
企業債償還金 １億２，７６７万円
予備費 １００万円

区分 予算額
原水及び浄水費 １億７，６７６万円
配水及び給水費 ８，９１２万円
受託工事費 １，０００万円
総係費 ４，７１７万円
減価償却費 １億８，８５１万円
資産減耗費 １４９万円
支払利息及び企業債取扱諸費 １，６１０万円
消費税及び地方消費税 ２，０００万円
特別損失 １万円
予備費 １００万円

収　入 ５億１，３８７万円 支　出 ５億５，０１６万円

収　入 ７，２０９万円 支　出 ２億２，８５３万円

区分 予算額
給水収益 ５，１６０万円
受託工事収益 １，０００万円
その他の営業収益 ５万円
負担金 ９１４万円
受取利息及び配当金 １万円
他会計補助金 ２，６５０万円
水道加入金 １９８万円
長期前受金戻入 ３，１４７万円
雑収益 １万円

区分 予算額
原水及び浄水費 １，６６６万円
配水及び給水費 ３２８万円
受託工事費 １，０００万円
総係費 ３，７９７万円
減価償却費 ５，１２２万円
支払利息及び企業債取扱諸費 １１７万円
消費税及び地方消費税 ３５０万円
特別損失 ２万円

水道事業会計

簡易水道事業会計

（１）収益的収入及び支出

収　入 １億３，０７６万円 支　出 １億２，３８２万円
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下水道事業会計

区分 予算額
企業債 ２億２，５４０万円
国庫補助金 １億１，９２５万円
負担金及び分担金 ３，６４０万円
他会計負担金 ２，８００万円
他会計補助金 ９０５万円

区分 予算額
建設改良費 ４億３，０８８万円
企業債償還金 １億８，９２２万円
予備費 １０万円

収　入 ４億１，８１０万円 支　出 ６億２，０２０万円

区分 予算額
下水道使用料 ６，８６３万円
雨水処理負担金 １，６３６万円
その他営業収益 ２５万円
受取利息 ２２万円
他会計負担金 １億４，５３９万円
他会計補助金 １億１，９００万円
国庫補助金 １５０万円
長期前受金戻入 １億３，０２１万円
消費税還付金 １，２００万円
雑収益及び特別利益 ６万円

区分 予算額
管渠費 ２４９万円
ポンプ場費 ８０９万円
総係費 ５，９０６万円
流域下水道維持管理負担金 １億４６３万円
減価償却費 ２億５，２４０万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ５，３１７万円
雑支出 ２５４万円
特別損失 １０万円
予備費 １０万円

収　入 ４億９，３６２万円 支　出 ４億８，２５８万円

支　出 　５，１６７万円収　入 　３，７３０万円

（２）資本的収入及び支出

区分 予算額
他会計補助金 　２，４４２万円
負担金 １，２８８万円

区分 予算額
施設改良費 １，５３６万円
固定資産購入費 １３万円
企業債償還金 ３，５９８万円
予備費 ２０万円

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出
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■ 市役所や警察署、消防署などの職員が、皆さんのところへ出向いて講座を開催します。　
　普段からの疑問や、暮らしに役立つ知識を仲間と一緒に学びたい方のために、好きな講座を選んでいただき、市役所などの職員が講
座を開催するのが「まちづくり出前講座」です。
　市民の皆さんに市政や公的な制度に対する理解を深めていただき、協働のまちづくりを推進することも、この出前講座の目的です。
■ 年末年始を除き、開催できます。
　令和８年 ( ２０２６年 ) １２月２９日 ( 火 ) から翌年１月３日 ( 日 ) の６日間を除き開催できます。時間は原則、午前１０時から午後
９時までです。対応が難しい期間は備考欄に休講期間等を記載しています。その他、希望に添えない場合もありますので、ご了承くだ
さい。
■ 受講料は無料です。会場の準備は皆さんで行ってください。
　受講料は無料です。会場の準備は主催者である皆さんのお力でお願いします。（スクリーンやプロジェクターがない場合は市役所が
用意します。）

■ 原則、１０人以上の会合であることが必要です。
　原則として市内に在住、在勤、在学する１０人以上のグループ、団体が対象です。より多くの方に講座を聞いていただくことと、定
例の会合などの機会に利用していただきたいと考え、このような条件を設けています。また、公序良俗に反する恐れのある場合や政治

や宗教、営利を目的とする場合、出前講座の目的に反する場合は講座をお断りします。

■ 関心のある方はご連絡を。申込書を送付します。
　 市公式ホームページにもメニューや申込書を掲載しています。

令和８年（２０２６年）度版

Ｍenu（メニュー）

◆ まちづくりに関する話（１０講座）
テーマ・内容 時間 備考

１
●協働のまちづくりについて
　宮若市のまちづくりの最高規範である宮若市自治基本条例についてわかりやすく説明
します。

３０分

２
●第２次宮若市総合計画後期基本計画について
　令和５年度から５年間の市の主要な取組について説明します。

３０分

３
●定住のススメ
　「新婚世帯や子育て世帯への家賃補助」や「新たな住宅取得への奨励金」など市の定
住促進策についてご紹介します。

４０分

４

●認可地縁団体について
　認可地縁団体の設立手続き等について説明します。
　※認可地縁団体：自治会等、広く地域社会全般の維持などを目的とした団体のなかで
　法人格を有した団体

３０分

５

●空き家について
　宮若市の空き家の現状と空き家の予防、対策、利活用などについて説明します。
　ご相談内容によっては、福岡県空き家サポートセンターの講座となります。
  （①今知っておきたい空き家の基礎知識　②空き家と相続について　③終活について　       
    ④家財整理について）

３０分 プロジェクター・スクリーンを使用します。

６
●宮若市の財政状況について
　宮若市の決算状況や財政指標を説明します。

４０分

７
●まちづくりに対する支援制度について
　市民の皆さんが行う、まちづくり活動や地域コミュティ活動に対する補助金制度など
について説明します。

３０分

宮若市役所秘書政策課までご連絡ください。
●電話　０９４９ー３２−０５１２　　● FAX　０９４９−３２−９４３０
● E メール　hisyokoho@city.miyawaka.lg.jp

宮若市まちづくり出前講座

出
前
講
座
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８
●宮若市の広聴制度について
　皆さんの意見を取り入れる市のしくみを説明します。

４０分

９
●都市計画って何？
　都市計画制度と宮若市の現状を説明します。

３０分 プロジェクター・スクリーンを使用します。

１０
●宮若市道路愛護推進活動について
　道路愛護推進活動の内容や、過去の取組についてお話しします。

３０分

◆ 福祉・健康づくりに関する話（１５講座）
テーマ・内容 時間 備考

１１
●自分の身体を知る！健診結果の見方講座
　特定健診の受診や生活習慣病予防がいかに医療費抑制につながっているかについてお
話しします。

４０分〜
  ６０分

（相談可）

１２

●成年後見制度 /人生会議 (ACP) について
　自分ひとりで判断することが難しい方の権利を守り生活を支援する成年後見制度や、
もしもの時のために自分が望む生活や医療やケアについて話し合う「人生会議 (ACP)」
についてお話しします。

６０分

１３
●介護予防について
　介護予防について学習し、毎日を活動的に過ごすためのアドバイスなどを行います。

６０分 プロジェクター・スクリーンを使用します。

１４
●認知症を知ろう “あなたも認知症サポーター”
　１人でも多くの人が認知症の人や家族の理解者・応援者となっていただき、認知症になっ
ても誰もが安心して暮らせるまちになるように考える講座です。

６０分〜
９０分

プロジェクター・スクリーンを使用します。
開催希望日の１カ月前までにお申し込みください。
※児童・生徒用（№４３）も後に記載しています。

１５
●介護保険制度と高齢者福祉サービスの利用について
　介護保険制度や市が行う高齢者福祉サービスについて、内容や申請方法などを説明し
ます。

４０分

１６
●障がいのある人にはどんなサービスがあるの？
　障がい（身体、知的、精神）のある人が、どのような申請や手続きをすればサービス
を受けることができるのかを説明します。

４０分

１７
●健康寿命をのばすための健診活用
　市が実施している健康診断（がん検診）について、その必要性や受診方法についてお
話しします。

４０分

１８
●食生活について
　健康づくりや生活習慣病予防のための食生活について説明します。

６０分
調理実習は別途打ち合わせを行います。（材料費
のみ実費）

１９
●食育について
　子どもの食べる力を育むための説明または調理実習を行います。

６０分

２０
●今日から始める生活習慣病予防
　メタボリックシンドロームや糖尿病、心臓病などご希望の生活習慣病について詳しくお
話します。

６０分
※事前に希望内容をお伝えください。
※状況によって対応できない場合があります。

２１
●子どもの健康について
　乳幼児期の子育てについてお話しします。

６０分

２２
●子育て支援サービスについて
　保育所・子育て支援センター・学童保育所の運営や手当などの子育て支援事業につい
て説明します。

３０分

※６月から８月、１１月から１２月は休講します。
※状況によって対応できない場合があります。２３

●保育所の入所について
　市内保育所の入所基準などについて説明します。

３０分

２４
●児童虐待防止について
　児童虐待に気づいたとき、どうしたらよいか説明します。

３０分

◆ くらしに関する話（１3 講座）

テーマ・内容 時間 備考

２５
●マイナンバー制度について
　平成２８年１月から利用開始されたマイナンバー制度について概要などを説明します。

４０分
※週初めや引っ越しシーズン等状況によって対応
できない場合がございます。

２６
●国民健康保険制度について
　資格、給付などについて説明します。

３０分

２７
●後期高齢者医療制度について
　資格、給付などについて説明します。

３０分
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２８
●市民税について
　市民税について説明します。

３０分 ※４月から７月、１月から３月は休講します。

２９
●固定資産税について
　固定資産税のしくみについて説明します。

３０分
事前に希望内容をお伝えください。
※１２月から５月は休講します。

３０
●広報紙をつくろう
　団体の機関紙の制作について、アドバイスします。

４０分 ※毎月１５日以降は、調整が必要です。

３１
●ごみの減量化・分別・リサイクルについて
　ごみの減量化・分別方法・リサイクル及びごみ処理の流れを説明します。

６０分 プロジェクター・スクリーンを使用します。

３２
●予約制乗合タクシーの予約方法について
　予約制乗合タクシーの乗り方や、MONET アプリを使用した予約方法について説明しま
す。

４５分 プロジェクター・スクリーンを使用します。

３３
●公共交通の現状
　宮若市内を運行する公共交通機関の紹介と現状について説明します。

４５分 プロジェクター・スクリーンを使用します。

３４
●スマートフォンアプリからのふれタク登録方法について
　ご自身のスマートフォンからできる、ふれタクの乗車予約の方法について説明します。

４５分 プロジェクター・スクリーンを使用します。

３５
●消費生活講座「悪質商法にご注意を！」
　市内では、悪質商法の被害が頻発しており、その手口も巧妙になってきています。被
害を未然に防ぐために、事例や対応策を学んでおきましょう。

３０分〜
　６０分

プロジェクター・スクリーンを使用します。※平日
のみ開講

３６
●イノシシ対策について
　イノシシの生態や習性から、自己防衛の手段、市での駆除の現状などを説明します。

３０分

３７
●下水道のはなし
　下水道のしくみや受益者負担金、下水道使用料、排水設備などを説明します。

４５分

◆ 教育や文化に関する話（2 講座）
テーマ・内容 時間 備考

３８
●出前歴史講座「土器のお話」
　土器や玉類を通したふるさとの歴史や竹原古墳、損ヶ熊古墳の説明のほか、現地での
火起こし体験などを行います。

９０分

３９
●宮若市の歴史について
　「装飾古墳〜竹原の世界〜」「鞍手の仏たち」「戦国時代の宮若市」などについてお話し
ます。

６０分

◆ 児童・生徒用のメニュー（１０講座）
テーマ・内容 時間 備考

４０

●ふるさとの歴史と文化
　宮若市観光がいどの会が、ふるさと宮若の歴史や文化についてスライドなどでわかりや
すく解説します。
　竹原古墳と損ヶ熊古墳の謎／宮若を築いた先人たち

４５分

※現地でのガイドも無料で承ります。（３時間程
度）

（現地ガイド希望の場合は、宮若市観光がいどの
会へおつなぎします）

４１
●出前歴史講座「土器のお話」
　№３８を児童・生徒向けに行います。火起こし体験もあります。

９０分 小学校６年生〜中学生が対象です。

４２
●消費生活講座「これってアヤシクない？」
　携帯電話やインターネットは便利ですが、注意して使わないと思わぬトラブルに巻き込
まれることがあります。被害にあわないよう、「消費者トラブル」を学んでおきましょう。

４５分

４３
●「認知症」ってなあに？ “あなたも認知症サポーター”
　認知症の人や家族の理解者、応援者となってもらうために、寸劇などを活用し、認知
症の症状や認知症の方への接し方などわかりやすく説明します。

４５分
プロジェクター・スクリーンを使用します。
開講希望日の１ヶ月前までにお申込みください。

４４
●子ども防災教室・防災講話・消火訓練
　消火器の使用方法や花火などの注意事項を説明します。

６０分

消防署による講座です。
※講座時間は午前９時から正午までです。( 状況
により、開始時間の変更をお願いする場合があり
ます )。
※４月、５月は休講します。
※状況により対応できない場合があります。

４５

●ブックトーク
　ブックトークとは、ある一つのテーマに沿って何冊かの本をトークで繋げて紹介してい
くものです。子どもたちへの読書案内の一つで、子どもたちが今まで知らなかった本との
出会いをお手伝いします。

45 分

小・中学生が対象です。( 最大４０名で、１学年ご
とか２学年合同などで、お申し込みください）
※開催希望日の４０日前までにお申し込みくださ
い。
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４６
●おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなどで、楽しいおはなしの時間をつくります。

３０分 ３歳〜未就学児対象です。

４７
●選挙のしくみ
　18 歳から選挙に参加できるようになりました。生活に結びついている身近な政治や選
挙の仕組みをお話しします。

４０分 選挙期間中は休講します。

４８
●新聞をつくろう
　紙面への表現についてやさしく教えます。

３０分
小・中学生対象です。
※毎月１５日以降は、調整が必要です。

◆ 施設見学（３講座）
テーマ・内容 時間 備考

４９
●生見浄水場あるいは沼口浄水場
　上水道施設のしくみについて説明します。浄水場の見学後、説明を行います。生見、
沼口どちらか一方で 60 分です。

６０分
児童・生徒も歓迎します。
※毎月第３木曜日は休講します。

５０

●青少年育成ゾーン
　子ども達が夢を描けるまちを目指して整備を進めている青少年育成ゾーン。西鞍の丘総
合運動公園芝生フィールド、若宮コミュニティセンター「ハートフル」、生涯学習センター

「宮若リコリス」、光陵グリーンパークの 4 つの施設について、特徴やこれまでの取り組み
について説明します。

( 要相談 )
各施設への移動は各自でお願いします。
現地にて職員が説明を行います。
※状況により対応できない場合があります。

５１

●宮若市文化財収蔵・展示・交流センター
　宮若市の歴史や文化を次世代に伝える施設です。宮若市の歴史について学ぶことので
きる「常設展示室」や、過去の調査で出土した土器などの遺物を収蔵する「収蔵室」な
どをご案内します。

（要相談）
各施設への移動は各自でお願いします。
現地にて職員が説明を行います。
※状況により対応できない場合があります。

法務局・警察署・消防署・社会福祉協議会・観光がいどの会・携帯ショップによる講座 (１０講座 )
テーマ・内容 時間 備考

５２
●相続と遺言について
　遺言制度を含めた相続制度全般について説明を行います。

６０分 法務局による講座です。

５３
●犯罪被害にあわないための防犯教室
　様々な犯罪を予防するための防犯教室です。 ３０分〜

６０分 ( 相
談可 )

警察署による講座です。
※平日のみ開講
※講座の開始時間は午前１０時以降で、午後５
時までに終了する時間とします。
※状況により対応できない場合があります。

５４
●高齢者の交通事故防止について
　高齢者の交通事故を防止するための講座を行います。

５５
●宮若市社会福祉協議会の事業説明
　地域福祉の推進活動等の社会福祉協議会が行っている事業の説明を行います。

４０分 社会福祉協議会による講座です。

５６
●心のバリアフリーについて
　様々な心身の特性や考え方をもつ人々が相互理解を深め、支えあう「心のバリアフリー」
について説明します。

40 分

５７
●知っておきたい！防火・防災事前の備え
　各グループや地域での防火 ( 消火器を使用しての消火訓練も可能 )・防災・地震 ( 東日
本大震災の教訓を基本として ) への知識や、災害時の対処方法等について説明します。

６０分
消防署による講座です。
講座時間は午前９時から正午までです ( 状況
により開始時間の変更をお願いする場合があ
ります )
※№５は平日のみ開講
※№７は講座の開始時間は正午９時以降で、
午後５時までに終了する時間とします。
※４月、５月は休講します。
※状況により対応できない場合があります。

５８
●普通救命講習会 ( 修了証を交付します )
　応急処置、CPR( 心肺蘇生法 ) 実技、AED( 自動体外式除細動器 ) の取扱いなどを説
明します。ビデオや心肺蘇生訓練用の人形を使用しての実技訓練も実施します。

１８０分

５９
●簡易救命講習会 ( 修了証の交付はありません )
　普通救命講習会の内容を簡略化して説明します。

６０分

６０

●宮若市観光がいどの会による、ふるさとのお話
　自分たちが暮らす宮若に、こんな物語があったなんて。地元観光ガイドが語る興味深
いお話を聞いてみませんか？
　竹原古墳と損ヶ熊古墳の謎 / 雲海を望む鞍手の古刹「清水寺」/ 悲劇の宗像騒動と円
通院 / 若宮八幡宮と三十六歌仙絵 / 加藤司書と犬鳴御別館 / 宮若を築いた先人たち

６０分 ~
９０分 ( 相

談可 )

※現地でのガイドも無料で承ります。( ３時間
程度 )
( 現地ガイド希望の場合は、宮若市観光がいど
の会へおつなぎします )

６１
●スマホ教室
　スマートフォンを始めたい人、スマートフォンを持っているけどもっと使いこなしたいと
いう人へオススメの講座です。

９０分 ( 相
談可 )

事前連絡の上、希望日の１ヶ月前までにお申し
込みください。
※状況により対応できない場合があります。
※平日のみ開講
※２０人以内
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本庁舎　 　TEL　０９４９−３２−０５１０（代）　　FAX　０９４９−３２−９４３０
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

総 務 課
総務係 議案、条例・規則等の制定改廃、文書管理、情報公開、個人情報保護、選挙

管理委員会など ３２−０５１１人事係 職員の人事、給与、研修、福利厚生、衛生管理、安全管理、組織管理など
防災安全係 消防、防災、防犯、交通安全など

デ ジタル 戦 略 課 情報政策係 情報システムの管理運用、情報セキュリティ対策、ICTの利活用など ３２−１０７２

管 財 課 財産管理係 市有財産管理、庁舎管理など ３２−０７６１契約検査係 契約、請負業者の指名・入札など

市 民 課 市民係 転入転出等、住民票、戸籍、印鑑登録など ３２−０５１４
国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、公費医療など ３２−４００４

税 務 収 納 課
市民税係 市県民税、国民健康保険税、軽自動車税の賦課など ３２−０５１３資産税係 土地・家屋・償却資産の評価、固定資産税の賦課など
納税管理係 市税・国民健康保険税の徴収・滞納対策、市税等諸証明の交付など ３２−１００８

秘 書 政 策 課
秘書広報係 秘書、広報、シティプロモーション、ホームページ、表彰など

３２−０５１２政策推進係 総合計画、総合戦略、広域行政、人材育成、国際交流など
財 政 課 財政係 予算編成、執行管理、財政計画、行財政改革、地方交付税、市債など ３２−０５９０

まちづくり推進課 地域振興係 定住促進、自治会、犬鳴川河川公園・2000 年公園管理など ３２−０７７３企業誘致推進係 企業誘致など

こ ど も 家 庭 課
子育て支援係 児童手当、児童扶養手当、家庭児童相談など ３２−０５１７
保育係 保育所、学童保育など ３２−０５１７
母子保健係 予防接種（児童）、母子健康手帳交付など ３２−１３２７

健 康 福 祉 課

健康対策係 健康づくり、各種保健事業、予防接種、精神保健など ３２−１１７７
障がい者福祉係 障がい者（児）福祉など ３２−０５4 1
高齢者福祉係 高齢者福祉、介護保険、高齢化対策など ３２−０５１５
地域包括支援センター 介護予防ケアマネジメント、高齢者の総合相談支援など ３３−３４５６

保 護 人 権 課

事務係 生活保護に関する事務など ３２−９３７７保護係 生活保護に関することなど
人権福祉係 人権・同和対策、男女共同参画、隣保館など ３２−０７６５
地域福祉係 民生・児童委員、社会福祉協議会、地域福祉計画、戦傷病者遺族等援護など ３２−０５６２

環 境 保 全 課
環境衛生係 じん芥施設、衛生施設に関すること、犬の登録など

３２−０５１６環境対策係 環境基本計画、火葬場、不法投棄対策、脱炭素社会など

産 業 観 光 課
商工振興係 商工業の振興、消費生活、雇用促進など

３２−０５１９観光推進係 観光振興、ふるさと納税、特産品開発促進など
公共交通対策係 公共交通など

農 政 課 農林対策係 林業経営の改善、林業生産の基盤整備、有害鳥獣駆除、荒廃森林対策など ３２−０５１８農業振興係 農業経営の改善、地域農政推進、認定農業者、農業共済など

土 地 対 策 課
用地係 用地取得、登記、市道の認定、道路台帳、占用使用許可、屋外広告物など ３２−０５６９
国県道整備対策係 県道の整備に関することなど
国土調査係 地籍測量、地籍図作成、地籍簿作成など ３２−０５６６

建 築 都 市 課
建築係 建築物の出願処理など

３２−０９５５都市計画係 都市計画、建築協定、緑化対策、空き家対策など
住宅管理係 市営住宅の入退去、市営住宅の維持管理、住宅改修助成など

土 木 建 設 課
維持係 道路、河川、下排水維持管理、土木災害復旧、交通安全施設など

３２−０７９９建設係 土木施設の新設改良工事など
農業土木係 農業用施設等の維持管理、土地改良、災害復旧、林地崩壊防止事業など

下 水 道 課 下水道係 下水道工事施工管理、設計、事業計画など ３２−３１５９管理係 下水道資産管理、使用料、浄化槽設置助成など
会 計 課 会計係 各種料金の支払い窓口、公金経理、資金管理など ３２−３３２３

水 道 課
業務係 水道料金に関することなど

３２−１００５給水係 水道の給水など
浄水係 浄水場の維持管理など

学 校 教 育 課
教育総務係 幼稚園・小中学校の維持管理、スクールバスの運行、教育財産の管理など ３２−１００７
学校教育係 児童・生徒就学、奨学金、通学区域、学級編制、教育支援センターなど ３２−１００７
学校給食係 学校給食、学校給食施設の維持管理など ３４−５５２５

社 会 教 育 課
公民館・スポーツ振興係 公民館・スポーツ施設の管理運営、社会体育、学校体育施設開放など ３２−０１２３

社会教育・文化推進係 図書館、青少年の健全育成、生涯学習、文化財、文化振興、人権教育・啓発
など ３２−３２１０

議 会 事 務 局 議会係 市議会に関することなど ３２−１１３５
農 業 委 員 会 農業委員会事務局 農地等の利用関係、農地法、農業者年金など ３２−３５５３
監 査 事 務 局 監査事務局 監査委員・公平委員会に関することなど ３２−１００４

若宮総合支所　 TEL　０９４９−５２−１１１１（代）　　FAX　０９４９−５２−３１１９
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

市 民 窓 口 課 市民窓口係 転入転出、住民票、戸籍、税の収納証明、国民健康保険、国民年金、
児童・母子福祉、ごみ、し尿など ５２−１１１１

宮 若 市 役 所　 ダ イヤル ガ イド
事 業 の 内 容 の 詳 細 な ど は、 お 気 軽 に こ ち ら ま で お た ず ね 下 さ い。
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宮 
若 

市 

民 

憲 

章

　　

私
た
ち
の
宮
若
市
は
、
緑
輝
く
自
然
や
誇
り
あ
る
歴
史

と
伝
統
を
先
人
よ
り
受
け
継
い
で
き
た
ま
ち
で
す
。

　

こ
の
ま
ち
を
愛
す
る
私
た
ち
は
、
将
来
の
夢
や
希
望
を

実
現
で
き
る
「
輝
く
ふ
る
さ
と
」
を
目
指
し
、
こ
こ
に
市

民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

　

一　

み
ど
り
豊
か
な
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
ま
ち
を

　
　
　

つ
く
り
ま
す
。

　

一　

歴
史
と
伝
統
に
学
び
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち

　
　
　

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

一　

互
い
に
助
け
あ
い
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を

　
　
　

め
ざ
し
ま
す
。

　

一　

活
力
に
満
ち
た
産
業
を
育
み
、
働
き
や
す
い
ま

　
　
　

ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　

一　

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま

　
　
　

す
。

　  　　 桜
河川敷や公園などに植え
られ、市民の皆さんに親
しまれています。

  　　 彼岸花
どんな天候でも花を咲か
せ、堅実な歩みを目指す
宮若市を表しています。

「み」の文字をモチーフに、
市民が明るく輝き、飛躍し
ている様子を表しています。

宮
若
市
歌
「
輝
く
ふ
る
さ
と
」

　　

安
ら
げ
る
人
が
い
る　

癒
さ
れ
る
緑
が
あ
る

　

そ
し
て
輝
く　

歴
史
が
あ
る

　

宮
若
市
温
か
い
ふ
る
さ
と

　

宮
若
市
輝
く
ふ
る
さ
と

　

さ
ぁ
こ
こ
へ
お
出
で
よ

　

共
に
輝
く
未
来
を
築
こ
う
よ

　

風
が
優
し
さ
を
連
れ
て
く
る

　

水
が
命
を
授
け
て
く
れ
る

　

人
は
思
い
や
り
に
溢
れ　

街
は
喜
び
に
包
ま
れ
る

　

そ
ん
な
街
だ
よ　

大
好
き
な
街
だ
よ

　

君
と
一
緒
に
見
つ
め
た
い　

歴
史
と
夢
と
未
来
を

　

安
ら
げ
る
人
が
い
る　

癒
さ
れ
る
緑
が
あ
る

　

そ
し
て
輝
く　

歴
史
が
あ
る

　

宮
若
市
温
か
い
ふ
る
さ
と

　

宮
若
市
輝
く
ふ
る
さ
と

　

さ
ぁ
こ
こ
へ
お
出
で
よ

　

共
に
輝
く
未
来
を
築
こ
う
よ

　

輝
く
ふ
る
さ
と
を
築
こ
う
よ

制定年月日
H ２５. ２.１１

制定年月日
H ２０. ２. ２２

市章 　　 市の花 　　  市の木

制定年月日    H１８. ２.１１ 制定年月日    H ２０. ２. ２２ 制定年月日    H ２０. ２. ２２
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宮若市役所　秘書政策課　政策推進係
〒８２３－００１１　福岡県宮若市宮田２９番地１
ＴＥＬ　０９４９（３２）０５１２
ＦＡＸ　０９４９（３２）９４３０
ＵＲＬ　https://www.city.miyawaka.lg.jp/
E-mail　seisaku@city.miyawaka.lg.jp


